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－編集後記－

　皆様、新年おめでとうごさいます。新しい一年（馬の年）に皆様のご健康とすべ
てがうまく行きますようお祈り申し上げます。
　今年は日中国交正常化３０周年という記念すべき年にあたりますので、「眺望」
の第３０号と第３１号を合併特大号として、旧暦のお正月に出すことになりまし
た。皆様には大変お待たせ致しましたこと、ご勘弁下さいませ。そして、この寒い
冬の季節に、今回の「眺望」が皆様に少しでも暖かさと春の気配をもたらすことが
できればありがたいと思っております。
　去年来日した時、福島市は桜が満開の時期でしたが、今はふたたび桜の時期にな
り（南の桜がもう咲いているそうです）、私もそろそろ美しくて、豊かな福島を離
れなければなりません。花が迎えてくれたり、見送ってくれたりするのはなんとな
く寂しい気持がします。この一年間に、福島の豊かな自然と素晴らしい四季を実感
しましたとともに、勤労で、親切な福島の人々の暖かい友情にもしばしば深く感動
しました。この場をお借りして、国際課の同僚の皆様、仕事と生活の中でいろいろ
お世話になった友人の皆様、また「眺望」に関心を持って下さった読者の皆様に、心より感謝の意を表したいと思っております。
そして、「眺望」は引き続き、後任の方によって編集されますので、これまでと同様、ご指導をくださるようお願い致します。あ
りがとうごさいました。　　　　　　　　　　　　国際交流員　趙　霞
　問い合わせ先：福島県総務部国際課
　住所：〒960－8670　福島県福島市杉妻町２－16　電話：024－521－7182　FAX：024－521－7919

　お正月、日本の家庭や商店等の門の前には門松が飾られます。古代では松などの常緑樹の木の梢には神様が宿るとし、家の門口
に神聖な門松を立て、年神様はそれを伝って光臨すると信じていました。そのために、正月の門松は重要な意味を持ち、新年を
迎えるにあたり欠かせないものでした。昔は松に限らず常緑樹を飾っていましたが、平安後期頃から松が使われ、竹を添えたの
は鎌倉時代以降のことだと言われています。門松は地方によって、風格の異なりが多少ありますが、基本的に松（歳の神様を「待
つ」の意）、竹（精霊な植物）、南天（難を転ずる）等の縁起物で構成されています。門松は大体年末の３０日までに飾り付けら
れます。（３１日は「一夜飾り」と言われ、嫌われます。）また、お正月の７日に取り払うため、７日までを「松の内」と呼ぶ
のです。
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